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昨年 2010 年夏 8 月下旬に、私は AACK（Academic Alpine Club of Kyoto University)
によるヒンズークシ山脈の雄峰ノーシャック(7492m)登頂 50 周年記念行事に参加するため

にポーランドを訪問した。これでポーランドを訪問したのは 3 回目である。 
50 年前の 1960 年晩夏に、ノーシャックに登頂したのは、当時未だ京都大学の大学院の

学生だった酒井敏明と岩坪五郎である。登攀隊長は第 5 次南極遠征隊員だった吉井良三（故

人）である。あの当時、国民的行事になったチョゴリザ登頂はその 2 年前に成功した AACK
の功績であるが、この記録映画が全国に封切られ、あまりにも有名になっていたが、ノー

シャック登頂隊はわずか 4 名の小部隊で組織され、極めて省エネ的な登頂になって、登山

の専門家以外には誰にも知られない小さな成功例にとどまっていた。

 なぜ、このような小部隊による遠征隊になったかというと、この吉井隊はもともと偵察

隊として派遣されたものであり、翌年に予定されていた正式な登頂遠征隊に先立って、登

頂のルートを探すための使命を帯びて送り出されたものであり、登頂の重い責任は負わさ

れていなかったのである。ところが、現地のヒンズークシュ氷河に到達してみると、ノー

シャック登頂の厳命を帯びてポーランドの大登山隊がやってきているではないか。

あの当時、一つの山について 2 カ国の登頂隊に登頂の許可を出すことは、同義的にも、

外交上も許されることではなかったが、現に麓の氷河にベースキャンプを設営した途端に、

重装備をした、雲をつくような大男たちの大部隊が押し寄せてきたのである。

 このころは、米ソ対立が激化した冷戦時代であり、あとになってソ連のアフガニスタン

侵攻が始まるように、ソ連の南下政策の一翼を担ってその属国ポーランドが、ソ連の後押

しを受けて、ここに行強引にも突如として現われたのである。弱小国のアフガニスタンも

ソ連の圧力に抗しきれなかったのであろう、日本に登頂許可を出しておきながら、同時に

ポーランドにも許可を出していたのである。首都カブールからは遠く隔たったヒンズーク

シュ山脈の中で、外交交渉もできず、だからといって武力で追い払うこともできず、吉井

隊長は困り果てた。

隊長吉井良三、隊員広瀬幸治、酒井敏明、岩坪五郎のわずか 4 人で急遽対策会議を開い

た結果、偵察調査隊の看板を急いで書き換え、登攀隊の旗印を掲げて、ポーランド隊より

も一日でも早く登頂に成功し、初登頂の栄誉を勝得ることに決定した。

相手は戦車一台とトラック二台を引き連れた総勢 80 名からなる大部隊であり、こちらは

本隊 4 名とポーター10 名ぐらいの真に貧弱な、貧乏隊である。その日から激烈な初登頂争

いが始まった。少ない酸素にあえぎ、夏も終わりかけた 8 月中旬の極寒の世界を切り開き

ながら、高度を稼いでいった。そしてついに、1960 年 8 月 17 日攻撃隊の酒井敏明と岩坪



五郎が登頂に成功したのである。山頂攻撃の前に、ポーランド隊と協議し、共同で同時登

頂の計画も AACK からポーランド隊に申し入れた経緯もあったが、お互いの高度馴化

（Aclimatization)の歩調が合わず、結局は日本隊の AACK が単独で初登頂を成し遂げたの

である。 
 吉井隊長は、ヒットラー政権下のドイツ留学の経験者だったから、歴史的にも同じハプ

スブルグ王朝の文明下にあった、ポーランドもドイツと同じように激しい闘争心を燃やし

て、自分たちに挑みかかってくるに違いないと身構えていたのだが、案に相違してポーラ

ンド隊は強い友情を持って AACK の若者たちに接したのである。 
 AACK は後に続くポーランド隊のために、頂上までの道標としてサントリーの小旗を 50
ｍおきに立てていった。ポーランド隊は当時としては極めて珍しいブタンボンベを燃料と

して、AACK にくれたりした友情交換があった。プロパンにくらべてブタンガスは蒸気圧

は低く、それだけボンベの厚みが薄くできていて、きわめて軽量だつたことが AACK の初

登頂に役立ったのである。 
 AACK の酒井敏明と岩坪五郎は、最終キャンプにポーランド隊の若者隊へ食料を残して

おいた。"from Japanese young guys with full-blooming Sakura to Polish young guys of 
the country Chopin was born"  というメモをつけて残した。 
 ポーランド隊はその 3 週間後に登頂に成功した。酒井と岩坪が残した非常食で飢えをし

のぎ、彼らが立てておいたサントリーの小旗をたどって頂上に達すことができたと、50 年

後の再会のときに感謝の言葉を述べている。 
 酒井と岩坪は、ノーシャックの頂上の雪を掘って、そこに永遠の記念として京都から持

っていったコケシ人形を二体埋めて帰った。ポーランド隊はその一体を堀出して記念にポ

ーランドに持ち帰った。今はワルシャワのポーランド山岳博物館に、日本とポーランドの

友情の記念として大切に保存されている。 
 ポーランドは基本的に日本および日本人に好意を持っている。ポーランドは長い歴史の

中でロシアの圧制の下で苦しんできた。1902-03 年にわたって交戦した日露戦争で、日本が

戦勝し、日本海会戦でバルティック艦隊を東郷平八郎旗下の日本艦隊が撃破し完勝したと

き、ポーランドは国を挙げて喜び、日本を褒め称えた。 
 1918 年にロシア革命がおきると、ロシアの貴族たちもシベリアへ追放され、子供たちは

極寒と飢えのために多くが死の危険に曝されていたとき、シベリア出兵で進駐してきた日

本軍に救出され、暖かく保護されながら 日本に送られ保護された史実を、今なおポーラン

ドの多くの国民は知っている。そのときの生き残りでまだ健在な人がいると、今回の旅で

も聞いたことがある。 
 日本を愛したポーランド人の代表は、べルリン映画祭で最優秀賞の銀熊賞(Golden Bear 
Prize)を「灰とダイヤモンド」に与えられたアンジェイ・ワイダである。彼は、日本人を「一

瞬の美しさをとらえ、それを詩に創り、歌に昇華し、絵画に形作る、世界でも稀有な民族

である」と讃えている。日本の浮世絵、輪島の漆器、伊万里の陶器などを収集し、古都ク



ラクフに日本美術館を建立して西洋に、その高い芸術性を公開した。彼はその功績により

第一回京都賞を受賞している。彼こそがソ連の圧制に屈することなく、人間の尊厳と民衆

の誇りを数多くの映画に凝縮し、アカデミー特別賞を受賞したのだ。代表作は上記の「灰

とダイヤモンド」、「地下水道」などであり、グダニスク（ポーランドではグダンスクと呼

ばれている）でのワレサ委員長の蜂起を描いた「鉄の男」、そして近年にもロシアからの独

立戦争を描いた「パン・タデウッシュ」などの意欲作を世に出してまだ健在である。 
 昨年のわれわれのポーランドへの旅の日程を下記にまとめた。 
 
8 月 23 日 関空出発 ヘルシンキを経てポーランドの首都ワルシャワ到着 

8 月 24 日 ワルシャワにてポーランドのノーシャック遠征隊生存者らと再会 

8 月 25～26 日 ワルシャワ滞在 

8 月 27 日 古都クラクフへ移動 ショパン生誕 200 年記念ピアノコンサートを聴く 

8 月 28 日 クラクフから山岳地帯ザコバネへ Kazcbrowey(2,000m)に登頂 ポーランド山岳会員

たちと山小屋にて交流会 

8 月 29 日 Smoro 湖から Dunajc 渓谷の筏下り 日本人女性の経営するアキコハウスに宿泊    

ヘリマン・ヘッセの情景が残る小さな田舎村のコッテージである 

8 月 30 日 小さな南部の村から古都（京都のような都市）クラクフ経由でワルシャワへ 

8 月 31 日 ワルシャワからヘルシンキ経由で関空へ 

9 月 01 日 早朝関空に到着 

 
酒井敏明と岩坪五郎が書いたのノーシャック登頂メモを付記する。（ノシャック小百科） 

 この旅行団を送るそもそもの発端となったノシャックについては、すでに発表されたものがいくつもあ

り、末尾のリストにおもなものをかかげてあるが、ここに簡単に紹介するチャンスを得たいと思います。 
１．Noshaq は Hindu Kush 山脈に属し、最高峰 Tirich Mir に次ぐ第 2 の高峰（7492ｍ）であるが、遠方

から撮った不鮮明な写真があるだけの、未知の山であった。戦前インド測量局が作成したクウォーター

インチ地図（約 25 万分の 1）にも載っているが、登山の対象として接近したものは一人もいなかった。 

２．AACK は 1958 年にチョゴリザ 7654ｍ初登頂のあとサルトロカンリ 7742ｍの許可がすぐに取得でき

なったため、ノシャック峰偵察・登路発見とワハーン渓谷踏査をする小遠征隊を計画、1960 年パミー

ル高原学術調査隊を送った。隊長酒戸弥二郎（静岡大学教授）、副隊長吉井良三（京大助教授）、澤田秀

穂（地質調査所技官）、廣瀬幸治（住友化学勤務）、酒井敏明（京大大学院 地理）、岩坪五郎（同左 林

学）が隊を構成した。 

３．年長組 3 人は空路カラチ経由カーブルに 6 月 6 日到着。若者 3 人は 5 月 4 日海路神戸発、6 月 1 日カ

ラチ港着、同地をトヨタ車ウェポンキャリアで発、カイバル峠を越えて 15 日にカーブルに到着、全員

がそろう。7 月初めカーブルを発ち、14 日、15 日にワハーンの玄関イシュカシムに到着した。 

４．ワハーン渓谷を約 20km 東進、ピャンジ河に南から合流するカジデー川の谷を登り、高度約 3000ｍ、

マンダラーズ川との出合いに 7 月 17 日 BC を作る。カジデー谷を遡行、カジデー氷河上約 4500ｍに C
Ⅱを建設。氷河を源流まで登り、最奥のコル約 5900ｍに達して初めてパキスタン側のティリチミール、

イストルオナールなど諸峰を望見した。地図はカジデー氷河を実際より約 5ｋｍ長く描くという誤りを

おかしていた。 



５．偵察の先頭にあった岩坪と私が一休みのため CⅡおよび BC までおりたとき、8 月 5 日ポーランド登

山隊が突如として BC に出現し、びっくり仰天。ポーランド隊は雲つくような大男が 10 人、映画班が

2 人、かれらもわれわれが先に来て登山活動を展開中など夢にも思っていなかった。われわれはコルか

ら北への国境稜線をたどれば下からは見ることができなかった頂上に達することができる、登路はすで

に見つかっている。ここで偵察隊は登攀隊に変身。しかしせっかくやってきたポーランド隊のため、数

日頂上攻撃をのばすことはできるがいつまでも待てない。かれらはまだ高所順応ができていないからも

う少し待ってもらえないかとの談合が CⅡでおこなわれた。われわれは動けるのが 2 人だけ、体調の持

続が心配だし、好天がいつまでもつかわからない。結局日本隊が先行することにかれらは同意して、頂

上を目指すわれわれの成功を祈ってくれた。 

６．8 月 17 日岩坪、酒井は約 6300ｍの CⅣを早朝出発、夕方 6 時に頂上に到達し、下山途中 7250ｍの雪

穴でビヴァーク。18 日昼前に CⅣに帰着、泊。19 日 CⅡまで降りて隊長ら 4 人に登頂成功を報告した。

ポーランド隊は多数登頂をねらって最終テントを約 6900ｍに建設、8 月 27 日に 7 人が頂上を踏んだ。

かれらはこのあと、コルの南にそびえる 6450ｍ峰、稜線上のふたつの 5000ｍ峰などに初登頂した。 

７．8 月 24 日 BC を撤収、イシュカシムに滞在。9 月 3 日帰路用のガソリンが到着して出発可能となる。

バハラックに滞在中、高原の湖シワ湖を訪ねる往復 8 日間の騎馬の旅は快適であった。9 月 14 日バダ

フシャン州首都ファイザバードを訪問、15 日クンドゥーズ・ホテル着。年長組は 17 日空路カーブルに

帰着、若者組は車上の旅、ドアーブ、バーミヤーンを経て 19 日オテル・ド・カーブルに入った。 

８．9 月 25 日酒戸、吉井は空路カラチへ、27 日廣瀬、岩坪、酒井は車でペシャワールへ、帰途につく。

帰国は：酒戸 10 月 4 日、廣瀬同 8 日、吉井同 24 日、澤田 11 月 5 日、岩坪と酒井 12 月 7 日 

９．ノシャックは初めて登山者を迎えた 1960 年以降、たくさんの登山隊が押し寄せる山になった。1963
年の第３登は新ルートの西稜を登り、1982 年までに 40 登を数えたのだから、一シーズンに複数の登山

隊が挑戦したことがたびたびあったし、頂上からスキー滑降を敢行したもの、東南面のパキスタン側か

ら登った隊もある。1973 年ポーランドの A. Zawada と T. Piotrowski は北壁からの冬季初登頂に成功

したが、これは全ヒマラヤ、カラコルムにおける 7000ｍ峰厳冬期初登頂の先駈けであったとされてい

る。 

10．ワハーン渓谷には 1970 年代まで多数の登山隊が入ったが国別では圧倒的にポーランドが多い。日本か

らは広島大医学部が 2 回、岐阜大学が 1 回登山隊を送った。パキスタン側ではネパールヒマラヤが登山

禁止になった年を中心として日本からも数十の登山隊が入ったが、ノシャックに登ったものはいない。

1971 年松商学園短大隊はパキスタン側ダーバン氷河からノシャックの北面を狙ったが、時間切れで

6800ｍから撤退した。 

11．昨年初めてアフガニスタン人登山家 2 人がノシャックに登頂したという。 
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雄峰ノーシャック(7492m) 

ノーシャック登頂者 

左 岩坪五郎 中央 Ｓビエール 右 酒井敏明 

ポーランドの朝食 ザコバネ国立公園にて 

ノーシャック登頂者 ビエールさんと 

アダム・ミッキェヴィッチ像（1798～1855）
祖国ポーランド独立のために闘ったロマン派の愛

国詩人。ショパンとも交流があり、彼のためにシ

ョパンは「バラード ト短調 235」を作曲した。 

 アンジェイ・ワイダが監督した映画「パン・タ

デウシュ物語」は彼の詩に基づいたものである。


